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１１月定例教育委員会会議録 

 

１ 開催日時 平成24年11月20日（木）14時00分～15時35分 

２ 開催場所 武雄市役所 ３階会議室 

３ 出席者名 教育委員：諸石委員長、古場委員長職務代理者、猪村委員、浦郷教育長 

事 務 局：古賀教育部長、白濱教育部理事、蒲原こども部長、大宅教育総務課長、 

小野学校教育課長、諸岡未来課長、原田文化･学習課参事、杉原図書館･歴史

資料館館長、森学校教育課参事 

４ 傍聴者数       なし 

５ 報道関係者      なし 

６ 議事録署名人の指名 【猪村委員を指名】 

７ 前回会議録の承認  平成24年９月３日臨時教育委員会会議録          【原案どおり承認】 

            平成24年10月５日臨時教育委員会会議録          【一部修正を承認】 

平成24年10月定例教育委員会会議録            【原案どおり承認】 

８ 教育長の報告        1）前回以降の報告 

・学校訪問（計画通りの実施、特徴的な事項） 

・教育委員の研修 

・文化・スポーツ等の大きな行事 

・図書館（休館に入り、文化会館で臨時図書館開設、説明会開催） 

                        2）県全体の動き 

             ・人事関係（管理職採用試験）、連絡協議会（人事異動方針）について 

3）今後の予定について 

             ・12月議会対応 

※ 教育部長より図書館の経過について説明 

９ 議   事        

  協議事項    平成２４年１２月議会提出「教育に関する報告」について     【修正案を承認】 

10 各課等からの報告 

11 次回開催日程について 【平成２４年１２月２５日（火）10時～】 

12 会議録 

午後２時００分 開会 

○委員長 

 今日は空がとてもきれいで風もあまりなく小春日和という感じですが、冬は確かに来ているのを、車

のちょっと開いた窓からピューっと入ってくる隙間風といいますか、そういうもので冬を感じながら来

ました。 

では、ただ今から11月の定例教育委員会を始めたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 議事録署名人の指名ですが、猪村委員さんにお願いいたします。 

 次に、前回会議録の承認です。まず、９月３日臨時会について、なにかございましたらお願いします。
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〔「なし」の声あり〕 

では、１０月５日の臨時会について、お願いいたします。 

○教育総務課長 

 前田委員から訂正の依頼が入っております。７ページの前田委員の発言で、会社のことで･･･の行「楽

ですし、数を出す」を、「楽です。しかし、あえて数を出す」に、８ページの同じく委員の発言の最後

の部分「なりますか。」を「なりますね。」に訂正の依頼がありました。 

○委員長 

 はい。それでは、私の発言のところ６ページの中程、「家庭ではくつろぐと、家庭の役割としてはです

ね。」を「家庭ではくつろぐという、家庭の役割がある。」に訂正してください。あと、９ページの上か

ら４行目以降を、「つながっていくだろうと思います。また、校長先生中心のチームワークをもって、共

通理解をして指導していくということが必要かなと思います。」に訂正してください。 

よろしいでしょうか。〔「はい」の声あり〕訂正お願いいたします。 

では、10月25日定例会はよろしいでしょうか。〔「はい」の声あり〕 

議事録は承認いたしました。 

 では次に教育長の報告です。教育長お願いいたします。 

○教育長 

 前回以降の行事等について報告いたします。 

今、学校訪問をしているところですけれども、年度初めの計画に沿って実施できております。途中で

すけれども、特徴的な事項といたしまして、訪問の時に限らず、各学校が授業を公開するなど意図的に

実施しているところがあります。学校を公開するという方向は進んでいると思います。結果、先生方の

取組みに客観性が出て、レベルの向上につながっていると思います。 

どの学校もＩＣＴ機器の活用を進めてもらっていると感じております。先生方も力量を高めてもらっ

て、児童生徒も意欲を高めて学習していると見ております。14日にＩＣＴに関するセミナーを東川登小

学校で開催してもらいました。30人以上の先生方が自主的に集まって、ＩＣＴに関しての研修をしても

らいました。先生方の力量によって学級の力が見えてくるので、今後も先生方がやる気をもって指導力

を高めていただく、そういう方向で頑張っていきたいと思います。 

２つ目は、教育委員のみなさんにも参加していただく研修が以前より増えてきており、10月末の県で

の研修会、いじめが主でした。神戸での研修会。来年度は、県の教育委員連合会でも研修会をしたらど

うかという話も出ています。 

この時期は、文化・スポーツ面での大きな行事がありまして、後で各課から話があると思いますが、

県民体育大会も昨年度より順位を上げまして、それぞれのところで頑張っていただきました。各町の公

民館まつり、美術展、或いは先日の伝統芸能まつりも意義深いものになっていたと思います。 

 その他に、九Ｐ大会があったり、先日は県の食育祭りを温泉通りでされるなど、それぞれに成果をあ

げて終了したと思います。 

図書館関係につきましては、11 月１日から休館して準備に入っておりますが、15 日に説明報告会を

開催したところです。詳しくは、後で部長の方から報告がございます。 

県全体の動きの中では、今日午前中に人事関係の連絡協議会がありまして、資料をお配りしていると
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思います。いくつか今年度変わったところがありまして、３ページ２の（１）のイに副校長が加わりま

した。現在、教頭２人制のところとか小中一貫校などには校長・副校長・教頭というような組織を考え

てあります。それから４ページの②指導教諭というのがありますが、今までの教務主任に当たる者を、

職員への指導に重点を置く指導教諭という名称で置くということです。今の予定では小学校 18学級以上、

中学校 15学級以上、そして必ず市町に１人は配置するという方向が示されております。市内では何校か

しか該当しませんが、そういう職名が出てくると思います。 

５ページは、人事異動の地区割りですが、今年度は多久市、唐津市でかなりの統合・再編等があって

おりまして、これまで唐津市・東松浦地域は唐津市中部東部西部北部という分け方だったのですが、北

部の島部だけ残して、唐津市を東西に分ける、西の方に玄海町も入りますが、これまで４地区だったの

が３地区にかわるという分け方になっています。多久もご存じのとおりいろいろ統合がなされておりま

すので、これまであった緑が丘小とか納所小とか、東部小・单部小・西部小の名前が無くなって、かな

りの減尐があります。同じ様に中学校でも唐津市で行われているという状況です。 

そういうことで、管理職の２次試験の時期になっていますが、学校数が減っているので、かなり厳し

い採用状況だろうと予想されます。人事関係については、以上です。 

今後の予定について、いろいろ担当から申し上げると思いますが、当面１２月の議会が始まりますの

で、対応していきたいと思っています。以上です。 

○委員長 

 はい、ありがとうございました。今の教育長の報告について、何かございませんか。よろしいでしょ

うか。では教育部長さんから報告をお願いします。 

○教育部長 

 私の方から、新図書館に向けての取組みにつきましてご報告をいたします。 

11月 1日から休館しまして、準備にあたっております。改修工事の業者が決まりました。五光建設さん

です。第１回目の工事関係打ち合わせを 11月 13日に行いまして、ＣＣＣ等の業者も一緒に入って調整

をはじめました。本日が 2回目の打ち合わせで井上課長はそちらに出席しておりますので、今日は失礼

しております。 

それと、教育長からもありましとおり 11月 15日の 19時から文化会館のミーティングホールで市民の

皆さんへの報告会という形で、現在の進捗状況、そして新しい図書館のイメージ等について、ご説明を

させていただきました。この中で一番大きな質問は、蘭学館が無くなるという噂があるということで、

蘭学館についてどう考えているのかという質問がありました。私の方としましては、現時点で決まって

いることしか報告できなかったので、先のことについては触れておりません。現時点では、予算をいた

だいていますが、これには蘭学館の工事の予定はありませんということと、蘭学資料については大切な

物なので、守っていくということで説明をいたしました。将来のことについては、決まっていないので

説明はしておりません。 

噂の出所は良くわかりませんが、当初は蘭学館も含めてＣＣＣの物販コーナーにするとの話があった

ので、そういう噂があるということで話されたのではないかと思います。 

蘭学館は、現在のところ常設展としており、後は企画ものでやるという方向もあると思いますし、い

ろんなところで検討していきたいと思っております。現時点では、さきにご説明のとおりですので、そ
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れ以降のことについてご意見を頂ければと思います。 

その他で、子どものコーナーについての質問が多くありました。現在は子どものコーナーは入口入っ

てすぐ右側にあって、そこに子ども用トイレ等もありますが、スターバックスがそこら辺に入りますの

で、移動して右手の一番奥の方になります。そこにこども用トイレを造ることが出来ませんでしたので、

現在の大人用トイレに子ども用便器を置く、授乳室も近くに置くということで計画しております。子ど

もが読書をする、あるいは遊ぶコーナーとトイレが離れているので、今よりちょっと使い勝手が悪くな

るのかなというご意見もいただきました。 

それから、雑誌等の貸し出しについても今までと変わらないとご説明いたしました。ＣＣＣ側は雑誌

の販売もする訳ですが、これまで１０７位の雑誌が置いてあったので、合わせると１０００を超えるタ

イトル数が確保でき、ＣＣＣの分もその場で閲覧できるので、市民の皆さんにとっては、非常にいいこ

とではないかと話をしました。以上です。 

○委員長 

 はい、ありがとうございました。 

○Ａ委員 

 11月 15日のような市民への説明会は今後も何回か予定はあるのですか。 

○教育部長 

 できれば工事の進捗状況等に合わせて、また行なわなければならないと思っておりまして、最低でも

オープンまでにはまたやることになると思っています。 

○委員長 

 蘭学館について、将来的にどういうふうな形にしたほうが良いか、なんでもよろしいので出してくだ

さい。 

○Ａ委員 

 蘭学館は今、常設展だけですよね。今後は、あの中でするのは無理かもしれませんが、どこかコーナ

ーを使って企画展等をしていくのですか。 

○教育部長 

 常設展ですので、展示物はほとんど変わらないでオープンから 12年経つので、中身の入れ替え等が必

要でなはいかとの意見もあって、これから考えて今なければならないところだと思っています。企画展

をやるかどうかは、これからだと思いますが、常設以外にも蘭学についてのいろんな資料が残っている

ので、市民の皆様に見ていただくというのは考えなければならないと思っています。 

○委員長 

 何かございませんか。猪村委員さんどうですか。 

○Ｂ委員 

 （蘭学館を）図書館と併設する意義があるのか、図書館に蘭学を見に行かれる方がどれくらいあるの

かなと。例えば、別のところに造って、もっと広く見てもらうということは考えられないか。そうする

と、またわざわざそれを見に行かれる方がいらっしゃるかということになるかもしれませんが、たくさ

んの方に、武雄の歴史、幕末の素晴らしい歴史を市民の皆さんに知っていただくベストなやり方という

のはないかもしれませんが、もっと考える時期に来たのかなと思います。それがどういう風な形を取れ
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ばいいのか具体的な意見は、今は持ち合わせませんが、子どもたちから高齢者まで関心を持っていただ

き、「武雄にはこんなものがある。」と市民の口から出てくるような何か、これを大切にしながら、市民

のものであり大切にしていくべきものであるという意識づけになり、教育の向上に一役を担う図書館ま

た蘭学館であればいいなと思っております。 

○教育部長 

 これからの武雄の歴史について、図書館と一体となった複合館でやってきたわけですが、これまで通

りでいいのか、もっと広く見てもらう方法はないのかなど、いろいろと考えていく必要があると思いま

す。 

蘭学は、武雄の歴史の中で一番輝いていた象徴的なものでありますので、市民の皆さんに知っていた

だく、或いは武雄を訪れた方々に来ていただくというのが必要だと思います。猪村委員が言われるよう

に他の場所でもできるんでしょうが、現実的に今の図書館・歴史資料館に収蔵庫があってそこに収蔵し

ており、そこから取りだして展示をするということですので、そう離れたところには持って行けないだ

ろうと思いますけれども、そういった意見も踏まえながら、ほかにも意見を出していただいて考えてい

く必要があると思います。 

〇Ａ委員 

 仮に今のように併設となると、図書館と同じように 365日、併せた時間帯で開館するということにな

るんですか。 

○教育部長 

 開館は同じようにすることになると思います。ただ、職員が365日対応できるかとなると、職員が足り

ないのでその辺は考えなければならないと思います。 

○Ａ委員 

 それと、何回か蘭学館に行ったときに、自分で見ていくだけだったので、どなたか説明をしてくれる

人がいないかと思ったのですが。もちろん、人も人件費もいることですが、将来的に何とか考えていけ

たらと思います。 

○教育部長 

 今でも企画展などのときなどは、学芸員が説明するということで、何月何日何時からと決めてやって

もらっています。それ以外でも団体さんとか申し入れがあって、時間が合えば説明しているという状況

です。できるだけ説明もするというのが必要じゃないかと思います。 

○図書館・歴史資料館長 

 今も要望があり、副館長が主にしているんですが、副館長が不在のときは一ノ瀬資料係長や嘱託の学

芸員が２名おりますので、彼女たちが説明している状況です。 

○委員長 

 新しい図書館が出来て、利用者を増やそう、利用しやすいようにしようとのねらいで考えると、市内

の方だけでなく市外の方もたくさんおいでくださいと、武雄市の顔である歴史というのは武雄市の財産

ですから、そこまで見ていただくには今のように複合施設がいいのかなとも思います。 

○Ｂ委員 

 思いつきで申し訳ありませんが、子どもたちが週末でも良いので、ガイドをしてくれるような取り組
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みというのはどうでしょう。私たちも勉強しなければなりませんが、子どもたちがもっと武雄の歴史を

勉強して、それを来られた方々にボランティアで説明してくれたらいいなと思いました。 

○委員長 

 お話聞いていて、それもいいなと思いました。視察の対応に選任を置くと費用がかかるし、最近は歴

史的なものにはボランティアで年配の方や子どもたちがあちこちではやっているようですので、それも

一つの方法としていいですね。事前に見学の予定がわかれば対応ができるのではないですかね。 

○Ａ委員 

 佐賀城本丸歴史館も年配の方がボランティアでやっていますね。 

○委員長 

 武雄市の大事な財産でありますし、歴史は地域の顔でありますので大事にして、複合的なほうがいい

かなあと、個人的には思います。利用しやすいし見学しやすいかなとも思います。 

 今後のあり方検討の参考のために、いろいろご意見出してください。 

○Ｂ委員 

 また思いつきですみません。例えば職員さんとかボランティアの方でも良いのですが、お侍の格好を

した人がいて説明をしたり、お姫様がいたり、イベント的なそんな雰囲気もいいのかなと。 

図書館ですので、静かにお勉強したいという方もいらっしゃるでしょうし、けしからんと言われるか

もしれませんが、新しくなりますので楽しめるところもあっていいのかなと思います。 

○教育部長 

 楽しんでいただけたらいいですね。楽しみ方もいろいろありますから。 

○Ａ委員 

 収蔵庫にも歴史的な蘭学資料があると思いますが、定期的に常設展の展示替えとかはやっているんで

すか。 

○図書館・歴史資料館長 

 ミニ企画展では展示をしましたが、基本的に常設です。   

○Ａ委員 

 収蔵庫の中にはもっといろいろ入っているわけですね。 

○図書館・歴史資料館長 

 はい、そうです。消耗が激しいものもあり、レプリカしか表に出せないというものもあります。 

展示の時間については、これからの課題でしょうけれども、資料係が言いますには、照明や空調で資

料へストレスがかかるので、朝９時から夜９時までというのはちょっとどうかなというのはあります。 

○Ａ委員 

 今特別展や企画展をされている部屋はそのまま残るのですかね。 

○図書館・歴史資料館長 

 あのクラスの展示室というのは武雄市内にはないので、今年は市民へ開放して公募展を５回実施しま

した。また、図書館の企画展も３回実施しました。これは来年度からも発表の場としてお願いしたいと

思っています。 

○委員長 
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 開館の時間というのもありますね。 

今のところ、気付きはこれくらいですが、折に触れ話し合ったりして、事務局へ報告していきたいと

思います。よろしいでしょうか。〔「はい」の声あり〕ありがとうございました。 

次、議事、協議事項の12月議会提出の教育に関する報告について、教育総務課長、提案お願いしたし

ます。 

○教育総務課長 

教育に関する報告（案）を読み上げて提案。 

（修正…行事名には「」を付ける。図書館の企画展について、本文に記載する。） 

○委員長 

 はい、ありがとうございました。教育に関する報告について提案がございましたが、何かございませ

んか。 

○Ｂ委員 

 お尋ねです。３ページの高橋自然観察園というのはどこにあるのですか。 

○文化・学習課参事 

 六角川の武雄河川事務所朝日出張所があったところの西側に、前から観察園のようなものがあります。 

○Ｂ委員 

 そうですか、わかりました。ありがとうございます。 

○教育部長 

 そこにパークゴルフ場が出来てるので、そこでパークゴルフをやったということです。 

○教育部理事 

 今まで保養村の方でやっていたんですが、今回そこに移してやりました。 

○委員長 

 ３ページの文化財関係で、民俗芸能の奉納や伝統芸能まつり等のこういう行事に特に地域の子どもた

ちの出番が多かったということを表記したらどうかと思います。子どもたちが地域の伝統芸能・伝統文

化を受け継いで役割を担っているということを入れた方が良いと思いますが、いかがでしょうか。 

○教育部理事 

 今回６団体が出演されましたが、今委員長がお話のようにそれぞれ子どもたちの出演について保存会

の皆さんが積極的に取り組んでいただきましたので、発表の場にしていきたいと思います。 

○教育総務課長 

 修正をします。 

○委員長 

 他にございませんか。よろしいですか。では修正していただいて承認します。報告よろしくお願いし

ます。 

では、その他の各課からの報告に移ります。教育総務課からお願いします。         

○教育総務課長 

１行事報告、２行事予定について、議案書により説明。 

○学校教育課長 
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 １行事報告、２行事予定、３人事内申関係、４寄付採納について、議案書により説明。 

○教育部理事 

  生涯学習係分１行事報告、２行事予定、スポーツ係分１行事報告、２行事予定、文化芸術係分１行

事報告、２行事予定について、議案書により説明。 

○文化・学習課参事 

文化財係分１行事報告、２行事予定について、議案書により説明。 

○図書館・歴史資料館長 

 １行事報告、２行事予定について、議案書により説明。 

○未来課長 

 １行事報告、２行事予定について、議案書により説明。 

○委員長 

 はい、ありがとうございました。各課からの報告いただきました。何かご質問等ございませんか。 

○Ａ委員 

  ７ページの学校教育課行事報告の中に 11月 15日に行政視察東京都荒川区教育委員会が武内小へ来

られたとありますが、中身はどんなことを見に来られたのか。あと１件は、11 月 19 日に県庁で教育プ

ロジェクト会議というのがあっておりますが、会議の内容はどんなものでしたか、簡卖に結構ですので

教えてください。 

○学校教育課長 

 荒川区の方からは、武内小学校にｉｐａｄの学習について指導主事さんが 1人お見えになりました。

佐賀県出身の方で、その後、教育委員会へ寄られ情報交換をしました。 

教育プロジェクト会議は昨日行われ、私が参加しましたが、学力向上が題材でございます。全国学習

状況調査、佐賀県学習状況調査の結果があまり芳しくなかったので、それについて佐賀県全体として来

年度どのように学力向上対策を持っていこうかということで、５市の学校教育課長と教育事務所長さん、

県の幹部の方との会議でした。 

○委員長 

 他にございませんか。よろしいでしょうか。〔「はい」の声あり〕 

 それでは各課からの報告については、これで終わります。 

次回の開催日程についてですが、12月 25日 10時からか 26日 14時から、どちらかでという案が出て

おります。〔協議〕 

では、次回は 12月 25日 10時から、場所は未定ですので後日連絡します。よろしいでしょうか。 

では、その他で何かございましたらどうぞ。 

○こども部長 

お礼を申し上げます。先日の食育祭りにつきましては、たくさんおいでいただきありがとうございま

した。学校の栄養士の先生方もコーナーを設けていただき、楽しい食卓の絵コンクールの優秀作品を通

りに展示させていただき、表彰を行ったところです。11 月 21 日、明日からその作品を文化会館の市民

ホールの前の通路に展示させていただくようにしておりますので、どうぞご覧ください。 

○委員長 
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 他にございませんか。 

○教育長 

ジュニアウインドの練習日が書いてありますが、この指導を７年にわたってしていただいている先生

方を中心にした演奏会が 12月７日の夕方ございます。これは、清香奨学会でお世話頂いて如蘭塾 70周

年記念行事として行われます。一流の演奏家なのですが、指導していただいているところは見ていたの

ですが実際に聴く機会が無かったのでありがたく思っています。応援出演もたくさんありまして、是非

聴いていただけたらと思います。よろしくお願いします。 

○委員長 

 12月 7日 19時から文化会館大ホールだそうです。他にございませんか。 

○Ａ委員 

質問ではございませんが、11 月 11 日の佐賀新聞に、「文部科学省が、平成 27 年度までに耐震化を完

了するよう自治体に通達している公立学校の屋内運動場の天井や照明などの非構造部材について、佐賀

県内の 14市町は耐震計画が未定となっているが、体育館は災害時の避難場所となるために、文科省は早

急な取り組みを求めている。」という記事が出ていました。他の市町も財政的に大変厳しい中で、文部科

学省の言うような期限に間に合わせるのは大変厳しいのではないか。武雄市も校舎とか屋内運動場の耐

震工事をやっていますので、このことについては、武雄市としても検討していかなければならないのか

なと思ったものですから。 

○教育総務課長 

この件につきましては、現在、各学校にバスケットコートや照明について、事務長さんに目視調査を

お願いしており、県の教育委員会からも予算化について国も考えている状況であるとの連絡があり、市

の考え方についてアンケートが来ております。来年度に向けて取り組んでいかなければならないと思っ

ております。 

○Ａ委員 

 ちなみに対象の学校数はどのくらいありますか。検査をしていないとわからないですかね。 

○教育総務課長 

今のところは、詳細な検査をしていないのでわからないです。 

○Ａ委員 

このような報道がなされているので、非構造部材の改修については、いまから大変だなと思っていま

す。まず、校舎や屋内運動場の改修工事などを行っていますので、それを優先して行ってもらい、財源

的にもその後になるのではと思います。 

○教育総務課長 

 事業として耐震工事なり、改築を進めておりますので、並行して進めていかなければならないと思い

ます。 

○教育部長 

 県内では、天井部分がつり天井になっているというのが 10校程度あるそうですが、天井が落ちてくる

というのが一番危ないので、こういう話なったのかと思います。市内には吊天井の体育館は無いという

ことですので、照明かバスケットのゴールポストがありますので、事務長さんに目視で確認していただ
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いているところですが、これを専門家の方に見てもらうよう話をしているところですので、しばらく時

間をいただきたいと思います。 

○委員長 

 他にございませんか。よろしいですか。 

図書館の図書移動は大変お骨折りだったことでしょう。図書館の館長様、職員の皆様、文化学習課を

中心とした市職員の皆様ありがとうございました。今も開館に向けた激務のことと思いまが、無理をな

さらないようにお願いをし、重ねて慰労と感謝を申し上げます。 

 新しい図書館には近代的施設・設備がなされて便利になっていくと思いますが、利用者の魅力は図書

館で働く方と利用者との直接的な関わりが第一であろうと思いますので、「接遇」が素晴らしいという評

判の感じの良い図書館にしていただきますようお願いいたします。また行きたい図書館、市民はもちろ

ん、特に若者が何度でも行きたいと言われるような魅力ある図書館になりますように祈っています。 

 それから、各課で主催していただいている諸行事につきまして、夏までは主にスポーツが中心の行事

のようでしたが、秋になりましたら、特に文化部門で子どもたちの表現の場・体験の場をたくさん設け

ていただき、ありがとうございました。音楽の発表なども素晴らしいものでありました。 

 また、地域の文化活動の発表の場として、各町の文化祭や先日の武雄市内の伝統芸能祭りを企画して

いただき、市内各地の文化を知り、理解する機会、まちづくり・人づくりやつながりを作る機会になっ

たと思います。特に子供たちの出演も多かったようでよい体験になったようです。ただ、ある面、この

ような地域の行事は、子どもたちに頼らざるを得ない地域の実情があるような感じもいたします。武雄

市は「自分がまれ育ったふるさとを誇りに思い、今からの武雄市を担う世代の育成」という目標を持っ

ておりますので、このように子どもたちが地域の役割を担ったときは、子供の気持ち・目線に立って、

大人が「良くできた・嬉しかった・助かった・ありがとう」などの称賛や感謝の言葉をいっぱい送って

ほしいと思います。すると、子どもたちも大人や地域の人たちとの繋がりや存在感・有用感を感じて、

住みたい武雄市につながるのではないかと思います。物より以上に人と人とのかかわりが大事だと思い

ます。 

これで 11月の定例教育委員会を終わりたいと思います。ありがとうございました。 

 

午後３時３５分 開会 

 


